
　地域や団体で集まる機会に、防災・
減災を学びませんか？町職員が、講師と
して皆さんの所に出向き、地震への備
えについてお話しします。詳
しくは町HPをご覧ください。
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パレットガーデン副自治会長
野口　耕三さん
（パレットガーデン）

小島　雪恵さん
（上延沢）

生き埋めや閉じ込められた人の
約６割を家族や隣人が救出している※

※平成７年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）における火災に関する調査より抜粋
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特設第２分団が指導にあたった合同点検
（７月８日（日）に中家村で実施）

特設第２分団長
辻村　利幸さん

（下島）
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台
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取
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を
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。
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取
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台
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こ
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と
連
携
し
て
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

感震ブレーカーの仕組み（星野さん製作の模型を参考）

宮台防災部長
星野　進さん
（宮台）

◀ブレーカーにおもりを
　つける
▼おもりが落ち、
　ブレーカーが落ちる

地震発生！

　今回の防災訓練は相模湾を震源とする大規模な地震
が発生したという想定で行います。
　熊本地震や大阪北部地震の教訓から、地域の特性に
合わせた防災訓練の内容となっています。この機会に家
族や地域の方 と々災害時の備えや行動について、確認し
ましょう。
　各地域の防災訓練場所についての詳細は、８月15日号
のおしらせ版で案内します。

９月２日（日）は防災訓練です

　阪神・淡路大震災の際、倒壊した家屋等に閉じ込められた人
の多くは、家族や近隣住民の方々など地域の力によって救出さ
れました。
　災害時に地域で助け合うためには、日頃から住民同士が繋が
りを持ち、災害を想定した訓練を共同で実施することが大切です。
　今回、地域の防災力を高めるため、町とともに様々な取組み
をする皆さんにお話を伺いました。

その
２ 地域で備える

広域避難所とは

　平成28年度の防災訓練から地域住民が中心となり、広域避難
所の実践的な開設・運営を実施しています。広域避難所とは、
自治会館等の地域避難所に収容しきれない場合に開設される
避難所のことです。

いざという時は自分たちが動く
　昨年度、広域避難所の開設・運営に携りました。広域避難
所では、自衛隊による炊き出しなど地域避難所での防災訓練
よりも大規模で実践的な訓練をしました。
　この訓練を行うまでは、町が広域避難所を開設・運営す
るものだと思っていましたが、大規模災害の場合、町と地域、
避難者の皆で協力して開設・運営にあたる必要があるとい
うことが分かりました。いざという時、ただ
待つのではなく自分たちから積極的に
動いていきたいと思います。

広域避難所の開設・運営訓練の充実
地域防災リーダーとは

　災害発生時や防災訓練時に自主防災会（各自治会毎に設置さ
れる防災組織）を支えるリーダーのことです。町が開催する養成
講座を受講し、認定試験に合格した皆さんが地域防災リーダーと
して認定されます。

地域の防災を「長い目で」支えたい
　日中一人で家にいる同居の母のため、災害時に適切な行動
がとれるようになりたいと思い、町の防災講座を受講し、地域
防災リーダー養成講座のことを知りました。
　自治会では、防災部長や組長が数年単位で交代してしま
うため、前年の防災訓練の内容や反省点が翌年にうまく
引き継がれないと感じていました。地域防災リーダーとして、
防災の視点から長い目で地域に関わり、
防災の知識を蓄積し、地域の人に伝え、
地域の防災を支えていきたいです。

地域防災リーダーの認定

消防・防災施設の合同点検とは
　地域に点在する消火栓や消火器などの消防・防災施設を
消防団と自治会が年に一度必ず合同で点検を実施することと
しました。
　消防団と自治会、町の三者が平成29年度に作成した共通
の地図を持ち、共通の情報に基づいた管理等を行います。

消防・防災施設　　　
　　　　　合同点検の実施

感震ブレーカーとは
　地震発生時など強い揺れがあると自動的にブレーカーを
落として電気の供給を止めます。（詳しくは、2017年9月
号をご覧ください。）町では自治
会と協働して、各家庭への感震ブ
レーカー設置を推進しています。

感震ブレーカーの　　　
　　　　　設置を推進

広報かいせい
　　　　　　　　　　　　2017．９月号は

こちら▶

あじさい講座
「地震に備えて」を受講しよう！

防災について学びたい！という方は…

町HPはこちら▶

環境防災課防災安全
専門員の小澤です。
防災訓練への積極的な
参加をお願いします！

平成29年度に実施された防災訓練（河原町自主防災会）平成29年度に実施された防災訓練（河原町自主防災会）


